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特定非営利活動法人日本オリンピック・アカデミー	

第 43 回ＪＯＡセッション（オンライン開催）	

	

オリンピックのソリダリティ	

	

	 対立と分断が深刻化する国際情勢にあって、その真価の発揮が期待されていたオリン

ピックは開催延期となり、私たちは、あらためてオリンピック自体が選手たち、NOC ど

うしの結束によって成り立っていることに思い至った。しかもＮＯＣの数たるや国連の

規模を上回るとの事実には感心すると共に、それがいかにして成し遂げられ、保持され

てきたのか気になるところでもある。	

	 このたびのセッションは、連帯の拡充・発展に関与するＩＯＣの“Olympic	Solidarity”

に注目し、先端の取り組みや運用の動向について知り、特に、その発足の理念・経緯な

どをわが国の「柔道教育ソリダリティ」と対比しながら理解を深めたい。これらの具体

例を手がかりに、solidarity なる「連帯」とも「絆」とも訳され、『オリンピック憲章』

や最近のＩＯＣ会長メッセージなどでもよく目にするこの用語の真意、背景に迫りたい。	

	 モデレーターと９名の識者がやりとりを交わしバトンを繫いでいくなかで、“Olympic	

Solidarity”が行うＮＯＣへの援助を支える仕組みや関係者の気概に触れ、東京オリン

ピックの新たなレガシーの胎動を感ずることもできるだろう。	

	 ＪＯＡとしても、創設 50 年の大きな節目を迎える 2028 年に向け、次なる中長期目標

の設定が課題となっており、また、会員どうしのソリダリティを確認する意味でも多く

のみなさまのご参加をお願いします。	

	

日	 	 	 時:	2021 年１月 10 日（日）	 13:00〜15：00	 	

	

会	 	 	 場:	Zoom によるオンライン開催（ライブ）	

	

主	 	 	 催：特定非営利活動法人日本オリンピック・アカデミー（ＪＯＡ）	

	

後	 	 	 援：国際オリンピック・アカデミー	

	 	 	 	 	 	 国際ピエール・ド・クーベルタン委員会	

	 	 	 	 	 	 外務省	

	 	 	 	 	 	 スポーツ庁	

	 	 	 	 	 	 独立行政法人日本スポーツ振興センター	

	 	 	 	 	 	 公益財団法人日本オリンピック委員会	

	 	 	 	 	 	 公益財団法人日本障がい者スポーツ協会日本パラリンピック委員会	

	 	 	 	 	 	 公益財団法人日本スポーツ協会	

	 	 	 	 	 	 公益財団法人ミズノスポーツ振興財団	

	 	 	 	 	 	 一般財団法人嘉納治五郎記念国際スポーツ研究・交流センター	

	 	 	 	 	 	 一般財団法人日本パラリンピアンズ協会	

	 	 	 	 	 	 特定非営利活動法人日本オリンピアンズ協会	

	

協	 	 	 力：筑波大学オリンピック教育プラットフォーム	

	

会	 	 	 費：無料（事前参加登録したＪＯＡ会員へのライブ配信）	
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プログラム	 	

	

	 オープニング・セッション	

	 	 主催者挨拶	 	 望月	敏夫	 ＪＯＡ会長	

	 	 来賓御挨拶	 	 勝又	正秀	 スポーツ庁オリンピック・パラリンピック課課長	

	

	 リレー・ディスカッション	

	 	 それは、オリンピアンにいかなる意識変革をもたらすのか	

	 オリンピアンでもあるモデレーターが識者によるレクチャー、コメントなどを通

してソリダリティについて学びながらオリンピズムへの関心と理解を深めていく。

今回の学びによって、はたして過去のオリンピック経験の捉え方、オリンピアンと

しての意識にどのような変化がもたらされるかを追う展開になる。	

	

	 	 	 西村	賢二	 	 ＪＯＣ国際部部長	

	 	 	 來田	享子	 	 中京大学教授	

	 	 	 石塚	創也	 	 日本スポーツ協会研究員	

	 	 	 和田	浩一	 	 フェリス女学院大学教授	

	 	 	 建石	真公子	 法政大学教授	

	 	 	 光本	惠子	 	 ＪＵＤＯs 理事	

	 	 	 真田		久	 	 	筑波大学教授	

	 	 	 結城	和香子	 読売新聞社編集委員	

	 	 	 田原	淳子	 	 国士舘大学教授	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＊出演予定順	

	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 モデレーター	 	

	 	 	 小口	貴久	 		リュージュ日本代表として冬季オリンピック３大会出場	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	ＪＯＡセッション委員会副委員長	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	ＩＯＡオリンピアン・メダリストセッション参加(2018)	

	

	 	 	 髙嶌		遥		 		アイスホッケー元日本代表	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	ＪＯＡセッション委員会委員	

																			ＩＯＡ国際青年セッション参加(2020)	

	

	

（お断り）新型コロナウィルスの今後の感染動向により会の延期や中止、	

	 	 	 	 	 	 また、出演者などに変更が生ずる可能性もありますのでご了承下さい。	

	

申込方法	

	 	 	 ＪＯＡホームページ olympic-academy.jp 内の専用申し込みフォームより、	

	 	 2021 年１月４日（月）必着にてお申し込み下さい。	

	

本件に関するお問い合わせ	

	 	 	 第 43 回ＪＯＡセッション実行委員会		嵯峨寿（ＪＯＡセッション担当理事）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 saga.hitoshi@gmail.com			(029)853-2629			 	
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（参考）リレー・ディスカッションにおける各識者の主要トピック	

	

	

	 	 	 西村	賢二	 	 ＪＯＣ国際部部長	

	 	 	 	 Olympic	Solidarity	としてＪＯＣはどんな取り組みをしているのか	

	

	 	 	 來田	享子	 	 中京大学教授	

	 	 	 	 だれが、いかなる理由で Olympic	Solidarity を始めたのか	

	

	 	 	 石塚	創也	 	 日本スポーツ協会研究員	

	 	 	 	 ソリダリティは『オリンピック憲章』でどう扱われてきたのか	

	

	 	 	 和田	浩一	 	 フェリス女学院大学教授	

	 	 	 	 クーベルタンは solidarité をオリンピックとどう関連づけているか	

 

	 	 	 建石	真公子	 法政大学教授	

	 	 	 	 solidarité が叫ばれた当時のフランス社会はどういう状況にあったか	

	

	 	 	 光本	惠子	 	 ＪＵＤＯs 理事	

	 	 	 	 〈柔道教育ソリダリティ〉の活動とそれを支えてきた理念とは	

	

	 	 	 真田		久	 	 	筑波大学教授	

	 	 	 	 嘉納治五郎の教えは〈柔道教育ソリダリティ〉にどう影響しているか	

	

	 	 	 結城	和香子	 読売新聞社編集委員	

	 	 	 	 最近のＩＯＣ会長メッセージに solidarity が頻出するのはどうしてか	

	

	 	 	 田原	淳子	 	 国士舘大学教授	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 ソリダリティからみえるオリンピック・ムーブメント発展の課題とは	


